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大学教員も転職が当たり前の時代ですが、
縁あって長く勤めています。 積 極 進 取

プロフィール
　出身は鹿児島県日置市伊集院町です。幼稚園から高校まですべて「伊

集院」という名を冠する学校に通いました。

　上京し、法学部に入り、紆余曲折を経て卒業後は大学院に進学するの

ですが、そこで恩師のご指導を受けたことが一番の人生の転機でした。

もっとも当時は研究者のイメージが掴めず修士課程修了で就職し海上自

衛官になりました。

　その後、「職務に精励」しながらも大学院の研究の雰囲気をたびたび懐か

しく思うようになり、戻ってきてもいいよ、という恩師の言葉（後に私の勘違い

と判明しましたが）にすがって大学院に戻り、研究を志すようになりました。

　そこからも決して順調な道のりではありませんでしたが今年の４月に高

崎経済大学に赴任して以降は、研究

への意欲を取り戻しつつあります。

　趣味は筋トレ、散歩、猫を撫でるこ

とです。

プロフィール
　新潟県新潟市の出身です。祖父母の家が新潟駅の裏手にあった車両

基地のすぐそばだったので、特急電車や機関車に引かれた客車が出入りす

る様子を飽きることなく眺めている子供でした。その影響で鉄道が好きにな

りました。新幹線が開通する前の「とき」で東京へ行ったこと、機関車を増結

した普通電車で軽井沢・横川間を行き来したことなどは良い思い出です。

現在も長期の休みには鉄道を使って旅をすることが趣味になっています。

　就職までのモラトリアムを得るつもりで地元の国立大に進みましたが、そ

こで今の研究テーマに出会い、民間、大学に関わらず研究職に就くのも悪

くないなと、一念発起して大学院に進学しました。当時は大型コンピュータ

を使ってのデータ分析がパーソナルコンピュータでもできるようになる黎明

期でした。そこで、欧米の論文に掲載

されている分析を再現してみようと、あ

れこれいじっていた経験が研究者とし

ての強みになりました。

　高崎経済大学には1997年から勤

務しています。居心地も良く、研究活動

で出かけることの多い東京と、実家の

ある新潟との中間という利便性もあり、

25年以上もお世話になっています。

ゼミでの活動内容
　課題に直面した時に、一定の視座からそれを解決するための道筋を論理的に検討し、他者と協調してそれらを克服していく。公務員のみならず、企業にお
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りインカレで上位に食い込むことはおろか出場自体が大きな
壁になっていた。実際に 2018 年に出場した所から今年まで
4 年間、高崎経済大学という名前はインカレの舞台から遠ざ
かっていた。そして今年は念願のインカレ出場、インカレ 3
位という素晴らしい成績を残すことが出来た。

　私たちは、今年の一年間「インカレ出場」という目標を掲げ
て活動をしてきた。
強豪大学が集う関東
地区においてインカ
レに出場できる大学
はたったの四枠しか
ない。だが、今年私
たちは、その権利を勝
ち取ることが出来た。

しかし、ここで私たちが直面した問題は、「インカレに出た後
の目標が無い」という事だった。今のチームの選手は誰もイ
ンカレに出たことが無い。その為、大会に出ることに精一杯
になってしまい、燃え尽き症候群のようになっていた。しか
し、顧問である高橋伸次教授からの熱いエール、大木監督か
らの全国大会というステージの持つ魅力を教えて頂き、私た
ち選手一同はもう一度真
剣にソフトボールに向き
合うようになった。夏休
み中も就活から戻ってき
た 4 年生も含めてチーム
一丸となって活動を続け
た。その結果、インカレ
当日にはこれまでで一番
精神的にも肉体的にも良
い状態を持ってくること
が出来たと思う。

　インカレは、
富 山 県 で 開 催
された。
　 大 会 初 日、
大阪体育大学に
ま さかの7－0
のコールド勝ち。
大 会 ２ 日 目、
高 知 工 科 大 学
に 4 － 3 で 勝

ち、東京理科大学に 8 － 5 で勝利した。大会 3 日目、岐阜聖
徳学園大学に 4 － 10 で敗北。インカレの結果は、2003 年の
大会以来の全国の舞台での 3 位入賞となった。初戦からすべ
ての試合で全く余裕が無く、ギリギリのところで勝ち切るこ
とが出来たことがこのような結果に繋がったと考える。この
大会において小さな公立大学でありながら他の大学よりも高
い順位を取ることが出来たという事は、私たちにとって大き
な喜びとなり、自信となった。

　今回のような順位を残すことは難しい。しかし、毎年コン
スタントに出場を続ければ、可能性は出てくる。小さな大学で
はあるけど今大会においてはほかのどの大学よりも楽しくプ
レーをする事、自分自身のやりたいことを表現するという事。

この点においては自信をもってやり切れたと思う。このよう
なことが継続してできるチームになる事が今後の目標になる
と思う。また、今年はオフィシャルな大会の全てにおいて表
彰を受けることが出来た。しかし、いずれの大会も優勝は叶
わなかったので、今年こそは優勝という経験ができるように
頑張っていきたい。
　

　私たちは、常に新しい部員を求めています。ソフトボール
や野球をやってきた人はもちろん、今までの受験やスポーツ
でやり残したことがある人には誇れる成績を得ることが出来
るという可能性があります。また、大学から高崎に来て不安
がある人には新たな友達、家族のような存在を得ることが出
来る環境になっていると思います！現在の部員は、ソフト
ボールをやったことが無い人が大半だし、高校の時に帰宅部
だった人もいるし、そういう心配も要りません！それでも、
大学生活において週 5 日間を取られることは、苦行に感じる
かもしれません。しかし、心から喜んだり、悔しがれたりす
る経験はこのような活動を通してでなければ得ることは難し
いと感じます。あと、マネージャーさんもめっちゃ募集して
います。一緒に白球、いや黄球を追いかけましょう！

主将/嶋倉連太郎
地域政策学部地域づくり学科・3年

　私たちソフトボール部は、大学生という「人生の夏休み」
とも揶揄される青春の 1 ページをソフトボールというスポー
ツに捧げた集団である。部員は、出身地も違えば、これまで
のソフトボール経験の有無、高校野球を経験していたり、帰
宅部であったり多種多様な人材がここでは大学ソフトボール
に打ち込んでいる。週 5 日間、朝 8 時から練習をするとい
うのが主な活動になる。大学生にとっては、早朝ともいえる
時間から練習に励む姿は、勇ましく思える。また、このよう
な活動の形は、創部初期から変わらない伝統であると OB か
ら伝えられた。ソフトボール部の歴史は古く、男子ソフト
ボール競技のインカレ第一回大会（1966）に出場し準優勝
をするという所から始まり、現在まで男子ソフトボールの王
者に君臨する日本体育大学としのぎを削っていたという時代
もあった。しかし、近年においては強豪私立大学の台頭によ
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準優勝　3回（1966年、1971年、1972年）
第３位　2回（2003年、2023年）
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優　勝　1回（2009年）
第３位　5回（2001年、2002年、2012年、2021年、2023年）
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優　勝　1回（1971年）
準優勝　1回（1999年）
第３位　4回（1998年、2005年、2021年、2023年）
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優　勝　3回（2006年、2011年、2012年）
準優勝　4回（1985年、2004年、2009年、2018年）
第３位　6回（1999年、2003年、2010年、2015年、2016年、2023年）
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一部　優　勝　1回（2011年秋）
　　　準優勝　6回（2005年秋、2010年春、2011年春、 2012年春、
　　　　　　　　　2023年春、2023年秋）
　　　第３位　4回（2007年秋、2010年秋、2012年秋、2022年秋）
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高崎市の特産品を配布しました

高崎経済大学三扇基金へのご寄附のお願い

高崎経済大学基金について

大学事務局からのお知らせ

　１１月２８日（火）・２９日（水）の２日間、学生が新型コロナウイルス感染症
の影響による行動制限や自粛要請によって、高崎の魅力を知る機会が少な
かったことを踏まえ、全国から集まる本学の学生に高崎の豊富な特産品を
知ってもらい、高崎経済大学の学生らしさが醸成される機会となるよう、特産
品配布事業を実施しました。

　鶴鷹祭とは、都留文科大学・高崎経済大学を交

互に競技会場として行われる総合体育対抗戦のこ

とであり、非常に歴史のある大会となっております。

昭和48年に山梨県の公立大学、都留文科大学の

体育館落成記念として空手道部を中心とした対抗

戦として始まり、以降徐々に参加団体が増え、第20

回大会を機に都留と高崎の文字を「鶴」と「鷹」に

置き換え、鶴鷹祭と命名されました。

　第25回大会以降、それまで行われていたオープ

ン戦が廃止され、鶴鷹祭は両校の名誉と威信をか

けて行われる真剣勝負であるというコンセプトに

移り変わっていきました。両大学とも公立大学であ

り、有名私立のように運動に重点を置く大学では

ありませんが、どの部活も総合優勝を目指し、日々

の練習の成果を発揮して一生懸命戦います。

　また、新型コロナウィルスの影響に

より、4年ぶりの開催となった今大会

は、準備期間が例年の半分以下、大

会経験者は不在の状況でありました

が、伝統の形を徐々に変化させた「新たな鶴鷹祭」

となりました。

　現在までの総合成績は都留文科大学24勝、高

崎経済大学20勝、2引き分けとなっており高崎経済

大学が累積で負けの形となっております。しかし、

2023年に開催された第47回鶴鷹祭で高崎経済大

学が接戦の末総合優勝を果たし、まさに破竹の勢

いで5連覇という功績を築き上げてきました。

　この勢いのままに６連覇７連覇と大会を制し、高

崎経済大学の黄金時代を形成するとともに、この鶴

鷹祭が50年100年と続くことを切に願っております。

　2023年度の三扇祭を11月3日か

ら5日までの3日間、本学構内にて開

催いたしました。

　昨年3年ぶりの対面開催を取り戻した三扇祭に

とって、今年はコロナ禍以前の活気の復活と昨年以

上の進化を目指した年になりました。

　復活という点では、学生有志が運営する模擬店と

ゼミやサークルの活動発表の場である一般企画の

数をコロナ禍前の水準まで戻すことで学生の参加

数が大幅に増加し、大学構内に昨年以上の活気が

戻りました。

　進化という点では、地域企業とのつながりの強化

に取り組みました。特に高崎オーパ様との連携企画

「TAKAKEI CONTEST 2023」では、事前投票を高

崎オーパで行ったり受賞者の活動を応援していただ

いたりと、三扇祭を地域に浸透させるだけでなく学

生の活動の幅を広げるきっかけにもなりました。

　第66回三扇祭のテーマは「Cheers！」。英語で

「乾杯」という意味から大学全体でのお祭り騒ぎと、

スラングでの「感謝」という意味から普段お世話に

なっている方々へ感謝を伝える三扇祭にしようとい

う願いが込められています。非常に多くの方々に支

えられて実現した三扇祭で、皆様に感謝をお伝えで

きておりましたら幸いです。

　来場者数は昨年の2倍となる約9000人と大きく

飛躍した三扇祭ですが、本学の歴史とともにさらに

大きく、伝統として末永く続いていくことを祈念してお

ります。

　最後になりますが、第66回三扇祭の開催にご尽力

いただいた皆様、ご来場いただいた皆様へ、この場

をお借りして実行委員を代表して御礼申し上げます。

　高崎経済大学三扇基金では、「教育環境の整備」、「学資の貸与や給付」、
「就職活動への支援」、「課外活動の充実及び甚大な災害により被害を受
けた学生への特別な支援」を目的とした寄附金を募っています。寄附の申込
方法等詳細については、本学のホームページをご確認いただくか、経理チー
ムまでお問合せください。皆様におかれましては、本基金の趣旨をお汲み取
りいただき、格別のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　高崎経済大学では、全国の卒業生及び保護者の皆様、地域の皆様をは
じめ、多くの方からいただいた寄附金を様々な学生支援事業に活用させて
いただいております。皆様の温かいご支援に心より感謝申し上げます。

高崎経済大学基金の名称
●高崎経済大学三扇基金　●糸井ホールディングススポーツ活動奨励基金
●キーテクノロジー留学奨励基金
基金活用実績
●物価高に対する経済対策支援　●スポーツ活動奨励奨学金貸与
●留学奨励金給付

■問合せ先　
　総務グループ経理チーム　
　027-343-5416（kikin@tcue.ac.jp）

　高崎経済大学基金にご支援をいただいた方に感謝の意を表し、大学ホー
ムページにご芳名を掲載させていただきます。（ただし、公表をご希望されな
い方については掲載いたしません。）また、本基金では、寄附金額に応じ寄
附者の方へ感謝状を贈呈しております。賜りましたご厚志は、ご寄附の趣旨
に沿い、有効に活用させていただきます。

ご支援いただいた方への顕彰

小見紀久男様（令和5年7月25日）

株式会社キンセイ産業様（令和5年7月31日）

株式会社キーテクノロジー様（令和5年9月22日）
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ボランティア活動
　「大学生活を充実させたい」「仲間に出会いたい」「興味があるけれど
どうやって探したらいいかわからない」などボランティアに関する様々な相
談に乗っています。ボランティア活動を通して、授業やアルバイトでは得ら
れない経験をしてみませんか。学生協働スタッフも活動しています。興味の
ある方はボランティア支援室まで！

令和５年度活動実績
●学生ボランティア登録数　471人（令和６年１月現在）

●令和５年度 派遣人数　　1,088人（令和６年１月現在）
●主な活動先
　・高崎市環境フェア2023 ・高崎まつりボランティアリーダー
　・たかさきハロウィン実行委員  ・キングオブパスタ
　・市内小中学校学習支援 等

■問合せ先　
　学生ボランティア活動支援室　
　027-329-6714（volunteer@tcue.ac.jp）

詳細はこちら


